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学校教育目標 『自らすすんで、学ぶ・鍛える・共に生きる』 
 

1. 生活や学習の基礎基本を通して、主体的に課題を見いだし解決する力を身につけた生徒を育てます。  【知】 

2. 礼儀や規律を大切にし、夢や希望、感謝の心をもった生徒を育てます。               【徳】 

3. 心身共に健康で、自他の生命や自然を尊重する生徒を育てます。                  【体】 

4. 社会の一員としての自覚と責任をもち、よりよい社会を実現しようとする生徒を育てます。      【公】 

5. 体験を通して自らの可能性を知り、広い視野に立ったものの見方や考え方を身につけた生徒を育てます。【開】 

輝く足跡を 夢へと続く架け橋へ 

                             副校長 松本 たか子 

 校地内の木々の新芽が、春の開花に向けて準備を整えているように見えます。

受験（検）という、自らの進路を自らの手で切り拓く経験を通して一段と成長

した３年生と、体育祭や文化祭、生徒会活動や部活動などで、その３年生の活

躍する背中から学んだ多くのことをもとに、一つ上の先輩になる準備をしてい

る１、２年生の姿に重なり、感慨深いものがあります。 

 さて、これまでを振り返ると、学校の活動は保護者の皆様や地域の皆様に大きく支えられてきたことを、感謝

の気持ちとともに改めて強く思います。特に、１年生の職業講話、２年生の職場体験、３年生の模擬面接では、

多くの方々にお世話になりました。これらはキャリア教育の一環で全国的にも行われていますが、ある協力者の

方のお話が皆さんの夢へと続く「栄光の架橋♪」の土台になり得るのではないかと思い、紹介させていただきま

す。 

「キャリア教育により身につけてほしいものは、「働く喜び」を感じる力です。そのために小中学校で、知っ

ておく、体験しておく、身につけておきたい 3つの資質・能力があります。それは、①共感（あいさつ、すごい、

かっこいい、面白い、厳しいなどの感情に対しての）あいさつから始まり、自分の想いをぶつけ、相手の想いを

受け止めることで、怒り、悲しみ、喜びなどを相手の気持ちになって考えることができるようになります。 

②利他の心（家族や他人の喜ぶことを願う心）共感することで、コミュニケーション能力が高まり、相手のこ

とを考え、行動することができるようになります。相手の困っていることを助けたり、相手が喜ぶことを考えた

りして行動することができるようになります。相手が喜ぶことができるようになると、周りから慕われ、褒めら

れ、愛されます。すると喜びが増し、より前向きになり意欲が増します。  

③向上心（目的、目標設定）前向きになると目的が見えて探究心、研究心が生まれ、目標をもつことで憧れを

もち努力することができます。これらの積み重ねで自分、家族、友達、地域へとつながりが増えていき世の中へ

と意識が変化していきます・・。」  

令和初の旅立ちの季節を迎え、生徒の皆さんが今後も豊かなものの見方・考え方を身につけながら、さらに成

長を続けられることを祈っています。 
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春は別れと出会いの季節です。本校も３月１１日（水）には、卒業証書授与式が行われ、第９回卒業生を 

送り出します。学習、部活動、行事や生徒会活動に全力で取り組み、リードしてきた３年生。体育祭で見せた 

力強さ、合唱コンクールの素晴らしい歌声。つい昨日のことのように思い出されます。 

 いよいよ巣立ちのときです。充実した時間を共に過ごした仲間との別れは、寂しく切ないものですが、皆さん

の前には新たなステージが待っています。下級生たちも先生たちも新しい世界での皆さんの活躍を心から祈って

います。学年主任の先生方からお祝いのメッセージが届いています。 

 

１学年主任 宍戸 希行 

御卒業おめでとうございます。今まで、みなさんは、家庭で、学校で、

そして社会、地域で、色々な方にお世話になって生活してきました。また、

大いに貢献してきました。これからのみなさんは、ますます役割や責任が

重くなってきます。今まで許されてきた甘えが許されないこともあります。 

今後は、より一層、他に感謝する気持ちや今までの活動に自信をもってください。他に迷惑をかけない、頼り

にされる人間になってください。今後のみなさんに幸多かれと願っています。 

 

  ２学年主任 青木 正 

みなさん、御卒業おめでとうございます。３年生の印象は、発想がスマートでスッとしているイメージです。

のんびりしすぎた２年生から見上げると、みなさん３年生は、遙か遠い目標です。作り上げた行事のレベルの高

さなど、みなさんの３年間を誇りにしてください。 

 さて、卒業です。さらに、「心の温かいナイスな人」への成長を期待しています。そしてこの先もずっと、可

愛い後輩を見守ってください。今まで本当にありがとうございました。   

 

３学年主任 石川 裕美子 

皆さんと過ごした３年間、本当にあっという間でした。当たり前のように過ごした毎日がもうすぐ終わりとい

うことが信じられません。この３年間は充実した毎日でした。がんばる姿、皆さんの笑顔…今、頭に思い浮かぶ

のは、そのような皆さんの姿です。 

 いろいろな人と関わる中で、皆さんのことを考え、支えてくださっている人がたくさんいることを、感じる場

面がたくさんありました。そのような皆さんは卒業までの日々を、そんな人たちへの感謝をこめた日々にしてく

ださい。そして、卒業式は皆さんで同じ気持ちで迎えられたら最高です。いつも応援しています。ご卒業おめで

とうございます。 

 

 

次のステージに進む三年生へ・・・ 



 

 

 

 

 先日、１月 27日（月）に２年生、２月５日（水）に１年生の百人一首大会が行われました。どちらの大会も、

読み手は学年職員全員が交代で読み上げました。各々個性あふれる歌詠みに、先生方の緊張と真剣さが伝わって

きて、大会が一層盛り上がりました。 

 １年生は、初めて百人一首と出会ったという人が多いのですが「『けふ』は『きょう』って読むんだよ。」と歴

史的仮名遣いを教えあったりして、楽しく取り組めていました。その成果がでて、大会は手に汗握る接戦で、優

勝は同率 2 クラスとなりました。 

 ２年生は、去年 12月から「百人一首頑張ります！」と宣言して努力しはじめ

た人がいたほど積極的な取り組みでした。去年までは数枚しか取れなかった人

も、地道に一首ずつ覚え、上句だけで取れるまで腕をあげました。大会では、

どのチームも、決まり字で札を探す姿が見られ、ハイレベルな試合を展開しま

した。 

 １年も２年も大会に臨む思いは真剣そのもので、改めて「何事にも一生懸命

取り組む姿は本当に格好よく素晴らしい」と感じられた大会でした。 

 ３年生は、これから卒業前の「特別時間割」の中で、百人一首大会が実施さ

れます。球技大会と並び中学校最後の学年行事となります。この学年は１年生のころから百人一首にかける思い

が熱いので、きっと白熱した素晴らしい大会をみせてくれることでしょう。 

 今年も保護者の皆様に見学、応援していただき、子供たちのやる気に拍車をかけてくださいました。寒い中、

本当にありがとうございました。  

 この後は「個人戦」がひかえています。クラスの枠を取り、二人一組のチームを組んでエントリーします。学

年やクラスを越えた「あかね台中 №１」を決める大会です。２月 19日（水）と 27日（木）の 2 日間にわたり

繰り広げられる熱いバトル、御期待ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃より、学校だより「あかねだい」を御覧いただきありがとうございます。生徒数の減少による学校予算の

縮減や教職員の働き方改革を受けて、次年度より紙面をＡ３版両面刷りからＡ４版両面刷りに変更いたします。

今後、学校 Webページによる情報発信を充実していきますので、どうぞ御理解・御協力をお願いいたします。 

燃えた！ 百人一首大会 

大会結果 

《１年生》 

優勝  １組 大島級 

    ２組 菊永級 

《２年生》 

優勝  ５組 延原級 

準優勝 １組 小室級  

準優勝 1 組 小室級 

学校だよりの紙面変更について 



 

 

 第６２回横浜市立中学校・義務教育学校 個別支援学級 特別支援学校 合同学芸会が１月 29日に横浜市西

区公会堂で開催されました。本年度は生徒が「影絵」を上演したいという希望で、新しい試みにチャレンジをし

ました。 

物語「ブレーメンの音楽隊」を上演することに決めました。登場人物の人形を作り、ナレーションの原稿を読む

練習に励みました。 大きなスクリーンを作って、「視聴覚教室」を暗くして練習に取り組みました。長い練習

期間では「影絵」を良い作品に完成させたいという気持ちから仲間と言い合いになることもありました。 

 前日リハーサルでは、舞台装置のセッティングがうまくいかず、全く上演ができませんでした。当日も不安な

気持ちで臨みました。しかし、舞台装置も係の先生方の御協力をいただき、

手早く完成することができました。 

そして、本番では今までの練習成果を発揮して、数少ない「影絵」の上演

に大きな拍手をもらうことができました。今年度の作品は、特に生徒たち

が自分たちで作り上げた作品として、心の中にいつまでも残る思い出とな

りました。  

 

 

○吹奏楽部・音楽部の定期演奏会が行われます。 

場所 長津田 みどりアートパーク （ 長津田駅徒歩 4 分 マルエツ隣 ） 

日時 ３月２７日（金） 

 吹奏楽部 開場 １５：００  開演 １５：３０ 

   音楽部  開場 １８：１５  開演 １８：３０ 

  

 

○バドミントン 横浜市中学校バドミントン大会 

女子シングルス 2年 ベスト 16⇒県大会出場 

男子ダブルス  2年 ベスト 16⇒県大会出場 

○国語科  第 65回青少年読書感想文全国コンクール  

横浜地区審査 佳作 1年  

来年度に向けて、次の部活動の「部活動指導員」を募集しています。 

◎募集する部活動：「新体操」  

◎「部活動指導員」とは？ 

・昨年度より導入され市の非常勤職員の身分で、単独で生徒の指導・引率が可能です。 

・週５日・10時間を限度に、１日あたり２時間の勤務を原則とします。（時間単価報酬 1500円） 

詳細については学校まで御連絡ください。☎045-985-5010 

あか中生頑張っています。（部活動の記録等） 

８・９組の仲間が横浜市合同学芸会に参加しました 

吹奏楽部・音楽部 定期演奏会のお知らせ 


